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平成２３年第３回府中市教育委員会定例会会議録 

 

１ 開 会  平成２３年３月２４日（木） 

       午後１時３０分 

  閉 会  平成２３年３月２４日（木） 

       午後３時５４分 

２ 会議録署名員 

       委 員 北 島 章 雄 

       委 員 糸 満 純一郎 

３ 出席委員 

  委員長 久 芳 美惠子  委員長職務代理者 崎 山   弘   

委 員 北 島 章 雄  委      員 齋 藤 裕 吉 

教育長 糸 満 純一郎 

４ 欠席委員 

   な し 

５ 出席説明員 

  教育部長      髙 橋 脩 二  文化スポーツ部長      齋 田 文 雄 

教育部参事     田 中 陽 子  文化振興課長       英   太 郎 

兼学務保健課長            兼文化財担当主幹 

教育部副参事    小 椋   孝  文化財担当副主幹     江 口   桂 

兼指導室長              兼市史編纂担当副主幹 

総務課長      吉 野 寿 一  生涯学習スポーツ課長   澁 谷   智 

総務課長補佐    月 岡 敏 浩  生涯学習推進担当副主幹  山 村 仁 志 

兼学校耐震化等推進担当副主幹     図書館長         桜 田 利 彦 

学務保健課長補佐  中 村 孝 一   

給食担当副主幹   須 恵 正 之   

指導室長補佐    桑 田   浩   

指導室副主幹    新 藤 純 也   

統括指導主事    金 子 真 吾 

指導主事      長 井 満 敏 

指導主事      国 冨   尊 

指導主事      小野満   賢 

指導主事      大 津 嘉 則               

６ 教育委員会事務局出席者 

  総務課係長     田 中 啓 信 

  総務課主任     山 本 正 芳 
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議 事 日 程 

第１ 会議録署名員選定について 

 

 

第２ 会期決定について 

 

 

第３ 議案 

 第１２号議案 

  臨時代理による処理の承認を求めることについて 

  （府中市立学校長及び副校長の任命内申について） 

 第１３号議案 

  第５期府中市生涯学習審議会委員候補者について 

 第１４号議案 

  平成２３・２４年度府中市体育指導委員候補者について 

 第１５号議案 

  府中市立ふるさと府中歴史館条例施行規則 

  

 

第４ 報告・連絡 

（１）寄付に対する感謝状の贈呈について 

（２）箸の変更について 

（３）平成２３年度府中市学校給食会事業計画について 

（４）平成２２年度（平成２３年４月就学予定）就学時健康診断受診結果について 

（５）府中市小・中一貫教育検討委員会報告について 

（６）第４期府中市生涯学習審議会答申について 

（７）社会教育施設の臨時休館日等の変更について 

（８）府中市立ふるさと府中歴史館の開館内覧会の開催について 

 

 

第５ その他 

（１）東北地方太平洋沖地震への対応状況について 

 

 

第６ 教育委員報告 
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午後１時３０分開会 

○委員長（久芳美惠子君） ただいまより、平成２３年第３回府中市教育委員会定例会を開会

いたします。 

                    ◇                

○委員長（久芳美惠子君） 本日の会議録署名員は、北島委員と糸満委員にお願いいたします。 

                    ◇                

○委員長（久芳美惠子君） 会期は本日１日といたします。 

                    ◇                

○委員長（久芳美惠子君） 本日は、追加議案１件も含めまして、議案が４件ございます。 

そのうち、第１２号議案は人事案件ですので、非公開扱いとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

                    ◇                

◎第１２号議案 臨時代理による処理の承認を求めることについて 

（府中市立学校長及び副校長の任命内申について） 

（以下、非公開会議により非公開） 

午後１時３２分中断 

午後１時３８分再開 

                    ◇                

○委員長（久芳美惠子君） それでは定例会を再開いたします。 

 傍聴希望者がいらっしゃいます。許可してよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

 傍聴の方に申しあげます。 

 教育委員会は午後１時半から開会いたしましたが、第１２号議案は人事案件でございました

ので、非公開で行わせていただきました。ただいまの議案から公開で再開いたします。 

 なお、第１３号議案と第１４号議案につきましては、資料に個人情報が記載されております

ので、配付資料を省略させていただいております。皆様には議案のかがみのみでお配りしてお

りますことをご承知おきください。 

                    ◇                

◎第１３号議案 第５期府中市生涯学習審議会委員候補者について 

○委員長（久芳美惠子君） それでは議案の審議に入ります。 

 第１３号議案の朗読をお願いいたします。 

（事務局朗読） 

○委員長（久芳美惠子君） 説明をお願いいたします。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） それでは、生涯学習スポーツ課より第１３号議案

「第５期府中市生涯学習審議会委員候補者について」ご説明いたします。 

 生涯学習審議会委員は、府中市生涯学習審議会条例及び同施行規則に基づき設けられた非常

勤特別職で、審議会は、教育委員会の諮問に応じ、市民の生涯学習の振興に関する事項につい

て調査審議し、その結果を答申し、また、自ら建議する等できる機関です。 

 また、生涯学習審議会の中に、社会教育分科会を置き、社会教育法第１３条で定められた社
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会教育委員定数８人以内を審議会委員が立てることかできます。 

 任期は２年で、今回は平成２３年４月１日から平成２５年３月３１日がその期間となります。 

 定員は１５人となってございます。今回は９人が再任、そして新たに６人の方が新任されま

して、合計１５人となっております。ただし、学校教育関係者としては、慣例で４月の校長会

で推薦いただくこととなっておりますので、ここだけ未定となっております。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申しあげます。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。説明が終わりましたが、何かご質問、

ご意見がございましたらどうぞ。 

○委 員（崎山 弘君） この表を見ますと、公募の方が３名おられるようですけれども、公

募の方はどれぐらい応募者数があってこの３名になったのか、もしよろしければ教えてくださ

い。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） ８名のご応募がございまして、８００字で「生涯

学習と社会貢献」というテーマでご応募いただき、半数以上の審査員で点数をつけておりまし

て、上位３人という形で選定されております。 

○委員長（久芳美惠子君） よろしいでしょうか。ほかにございませんでしょうか。 

 ただいま、この表には１５名のうちの１４名、最後の１名は校長会のほうから４月に選出し

ていただくということで、合わせて１５名ということでございますが、何かご質問ございます

か。 

 ご意見はいかがでございましょうか。 

○委 員（齋藤裕吉君） １番の方について、学識経験者ということでございますけれども、

市外の方のようでございますけれども、選出の考え方といいましょうか、教えていただければ

と思います。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） １番の方につきましては、社会教育の専門の先生

でして、明治大学の教授の方です。明治大学と府中市は連携して事業をしていますので、その

関係でご紹介いただきました。以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） よろしゅうございましょうか。ありがとうございます。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○委員長（久芳美惠子君） それでは、お諮りします。第１３号議案「第５期府中市生涯学習

審議会委員候補者について」、決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 全員異議なしでございますので、原案どおり決定いたします。ありがとうございました。よ

ろしくお願いいたします。 

                    ◇                

◎第１４号議案 平成２３・２４年度府中市体育指導委員候補者について 

○委員長（久芳美惠子君） それでは、第１４号議案の朗読をお願いいたします。 

（事務局朗読） 

○委員長（久芳美惠子君） 説明をお願いいたします。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） それでは、第１４号議案「平成２３・２４年度府

中市体育指導委員候補者について」、生涯学習スポーツ課より御説明いたします。 
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 体育指導委員は、スポーツ振興を目的として、昭和３７年、府中市教育委員会規則第２号「府

中市体育指導委員会に関する規則」に基づき設けられた技術特別職として、教育委員会の委嘱

を受けて、市民のスポーツ活動の振興を図り、スポーツについての啓発、理解に努め、また、

市と市民のスポーツ事業に指導助言を行いながら、さまざまな形で指導することを職務といた

します。 

 任期は２年で、今回は平成２３年４月１日から平成２５年３月３１日までがその期間となり

ます。 

 定員は２５人以内となっておりまして、これまで２０人で活動してきましたが、２人が年齢

要件で退任のため、１８人が再任、そして新たに１人の方が就任されて、合計１９人となって

おります。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申しあげます。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございます。府中市体育指導委員につきまして、候補

の方々の名前が上がってございます。今、ご説明ありましたが、何かご質問ございましたらお

願いいたします。 

○委 員（北島章雄君） 体育指導委員になられる方々の資格とか、何かがなければいけない

とかということはあるのでしょうか。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） 特に資格ということはないのですが、体育指導委

員会規則の中で、スポーツに情熱のある方、今まで指導経験のある方、スポーツ振興について、

さまざまな形で助言ができる方となっております。再任を妨げないということで、長くやって

いただいている方もございます。以上です。 

○委 員（北島章雄君） ちなみに、再任を妨げないということになっておりますが、長い方

で何年ぐらいご協力いただいているんでしょうか。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） 実は２人退任されたのですが、そのうち１人の方

は、一番長くて２６年です。長い方は１０年以上、短い方は、最小が１年ですね。３年、４年

という方もいらっしゃいます。 

○委 員（齋藤裕吉君） 今回は１９名の方の推薦でございますけれども、スポーツ分野とい

うのは非常に多岐にわたっていると思うのですけれども、その辺とのかかわり、関係はいかが

でしょうか。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） スポーツの関係につきまして、いわゆるトップス

ポーツ、競技スポーツの関係、それから、今まであまりスポーツに親しみのなかった方のスポ

ーツの生活化と申しますか、スポーツに親しんでもらうきっかけをつくる、大きく２つあると

しますと、体育指導委員さんにつきましては、今まであまりスポーツに親しみのなかった方に

スポーツに入っていただく、そういう形の事業が多くなっています。以上です。 

○委 員（齋藤裕吉君） そうしますと、例えば野球専門とか、相撲専門とか、そういう形で

の委員の仕事というわけではないという理解でよろしゅうございますね。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） そのとおりです。もともとサッカーをやっていら

っしゃったとか、もともと野球をやっていらっしゃった方等大勢いらっしゃるのですけれども、

それを超えて、指導者として体操とか軽スポーツ、ちょっとレクリエーション的なものも含め

まして、指導できる方という形で体育指導委員はやっていらっしゃいます。以上です。 
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○委員長（久芳美惠子君） よろしいですか。ほかにはいかがでございましょうか。 

 では、私から１点ですが、人数なのですね。定員は２５人以内ということで、多ければいい

というものではないと思いますけれども、今回、１９名ということで、１９名の方々が指導委

員としてご活躍いただくわけですが、人数的にはいかがなものでしょうか。もうちょっと多い

ほうがよろしいのか、それとも大体２０人前後ぐらいで足りているというか、十分な活動がで

きているのか、その辺はいかがでしょう。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） 体育指導委員につきましては、地区割というのが

ありまして、１１文化センターがありまして、そこのコミュニティ協議会の体育の関係のいろ

いろなご助言、お手伝いをするという制度が内規にありまして、各センターは体育施設を持っ

ていますので、できれば２２人、会長を含めて２３人というのが一番いい人数なのですが、先

ほど申しましたとおり、２人退任されて、新たに若い方になっていただきたいと思って、いろ

いろ評判のいい方をこちらでご勧誘をしたんですけれども、やはり３０代、４０代、５０代の

方が、お忙しい方がたくさんいらして、なかなか人望のある方、情熱のある方になっていただ

けないというのが現状でございます。以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） わかりました。本来だったら、それぞれの文化センターにお２人、

プラス会長さんという形が望ましいけれども、ということですが、確かにそうですね。お仕事

もあるでしょうし、いろいろ活動をしていらっしゃる方は、ほかにもやっていらっしゃるので、

なかなかいらっしゃらないということですね。わかりました。 

 いかがでございましょうか。体育指導委員につきまして、何かご意見ございますでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第１４号議案「平成２３・２４年度府中市体育指導委員候補

者について」、決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 全員異議なしということでございます。原案どおり決定いたします。よろしくお願いいたし

ます。 

                    ◇                

◎第１５号議案 府中市立ふるさと府中歴史館条例施行規則 

○委員長（久芳美惠子君） それでは、第１５号議案の朗読をお願いいたします。 

（事務局朗読） 

○委員長（久芳美惠子君） 説明をお願いいたします。 

○文化財担当副主幹兼市史編纂担当副主幹（江口 桂君） ただいま議案となりました第１５

号議案「府中市立ふるさと府中歴史館条例施行規則」につきましてご説明申しあげます。なお、

お手元に参考資料として、府中市立ふるさと府中歴史館条例もお配りしてございます。 

 それでは、施行規則の説明に入ります。 

 まず、第１条の趣旨でございますが、この規則は、来月４月１日に開館予定の府中市立ふる

さと府中歴史館の開館日等を定めた条例の施行について、必要な事項を定めるものでございま

す。 

 第２条では、資料等の閲覧等の可否として、条例に規定する資料等を閲覧、撮影、模写又は

複写に供することの可否については、府中市情報公開条例第７条の規定を準用し、府中市教育

委員会が必要に応じて関係部署と協議のうえ、決定します。 
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 第２項として、（１）閲覧等に供することにより破損又は汚損するおそれがあるもの。 

 （２）その全部又は一部を閲覧等に供しないことを条件に、個人又は法人等から寄贈又は寄

託を受けたもの。 

 （３）前２号に掲げるもののほか、教育委員会が不適当と認めるものにつきましては、閲覧

等に供しないものといたします。 

 第３条では、資料等の閲覧等の許可として、資料等の閲覧等をしようとするものは、資料等

閲覧等申込書（第１号様式）により教育委員会に申し込まなければならないとしますが、開架

書架の資料等の閲覧については、この限りでないとします。 

 第２項では、教育委員会は、前項に規定する申込みについて適当と認めるときは、閲覧等の

許可を決定します。 

 第３項では、閲覧等を申し込むことができる資料等の点数は、５点以内とします。ただし、

教育委員会が必要と認めるときは、この限りではありません。 

 第４項では、資料等の複写を行おうとする者は、著作権法第３１条に規定する範囲内におい

て、これを行うことができることといたします。 

 第４条では、資料等の館外貸し出しとして、教育委員会は資料等の館外への貸し出しを行わ

ないものとします。ただし、博物館、図書館、学校その他の教育施設が利用する場合であって、

教育委員会が認めるときは、これを貸し出すことができることとします。 

 第５条では、資料等の出版掲載等として、資料等の全部又は一部を出版物等に掲載又は放映

しようとする者は、資料等出版掲載等許可申込書（第２号様式）により、教育委員会に申し込

まなければなりません。 

 第２項では、教育委員会は、前項に規定する申込みについて適当と認めるときは、出版掲載

等の許可を決定し、資料等出版掲載等許可書（第３号様式）を交付するものとします。 

 第６条では、文書等の寄贈又は寄託として、教育委員会は、個人又は法人等から歴史的に重

要な文書、資料、記録等の寄贈又は寄託を受けることができることとします。 

 第７条では、販売又は営業行為の禁止として、歴史館内においては、教育委員会の許可を受

けないで歴史館の入館者に物品を販売し、又は営業行為をしてはならないこととします。 

 第８条は、雑則の規定です。 

 最後に付則規定として、この規則は、平成２３年４月1日から施行することとします。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○委員長（久芳美惠子君） 事務局から、ふるさと府中歴史館の条例施行規則についての丁寧

なご説明がございました。何か質問はございますでしょうか。 

 それでは、ちょっと私からお聞きしたいのですが、資料等の閲覧の申込みですけれども、こ

れは、第１号様式というのがありますが、これは、例えばインターネットで申し込むことも可

能なのか。インターネットではだめで、この様式を持ってこなければいけないのか、その辺は

どんなものなのでしょう。１号様式だけでなく、１号、２号の申込みについてはどうなってお

りますでしょうか。 

○文化財担当副主幹兼市史編纂担当副主幹（江口 桂君） 将来的にはインターネットでこの

情報を文書等の目録等を公開してまいりたいと思っておりますが、現時点では目録を公開して、

それがインターネットで申込みができるような手続に至っておりませんので、現時点では申込
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書を書いていただいて、その場で申込みをしていただく形で運営してまいりたいと思っており

ます。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） わかりました。情報化社会でございますので、その用意が整いま

したときには、そういう形で便利なようになりますようお願いいたします。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○委 員（北島章雄君） 第７条に、歴史館内においては、入館者に物品を販売し、又は営業

行為をしてはならないとなっております。歴史館内というのは全館という意味なのでしょうか。

また、物品の販売と申しましても、清涼飲料水等々ありますけれども、そういうのも一切販売

行為はしてはいけないということなんでしょうか。 

○文化財担当副主幹兼市史編纂担当副主幹（江口 桂君） まず、この販売行為につきまして

は、歴史館建物全体が含まれております。それから、ここで言うところの物品販売営業行為と

いうのは、営利目的で何か自分の著作物をそこで売るとか、例えば会議室がございますので、

そちらで何かそういう行為とかを含めて規制をするものでございます。将来的には、４月開館

時には、本庁のような清涼飲料水の自販機は置きませんけれども、そちらにつきましては、今

後、利用者のご希望を聞きながら検討してまいりたいと思います。以上でございます。 

○委 員（北島章雄君） 逆に、観光協会であそこの神社の横にあるところには、ストラップ

だとかいろいろなものが置いてあるのですけれども、そういった類は今後は置かないという方

針でございましょうか。 

○文化財担当副主幹兼市史編纂担当副主幹（江口 桂君） 観光協会で売っているものにつき

ましては、観光情報センターのほうにご案内をさせていただきますが、例えば観光協会でのフ

ィギュアや、観光協会と今後連携をしてふるさと館の中で観光的な活動をしていただくことは

検討しておりますので、ぜひそのように努めてまいりたいと思いますが、物品等につきまして

は、観光情報センターのほうでご提供いただくような形で考えております。以上でございます。 

○委 員（崎山 弘君） これから開館されて、いろいろな事業が進むと思うのですけれども、

予算がかかることかもしれませんけれども、資料をこれから複写したいという人が出てくるわ

けで、コピーすると、例えば古文書なんかはどんどん劣化していっちゃうのですよね。自分の

知っている図書館、資料館、医学関係ですけれども、ＰＤＦファイル化して、それが既にネッ

ト上で見られるような形にする。そうすれば、ほとんどの人は複写しなくて済むのですね。何

回も何回にコピー機にかけることを考えたら、１回それを複写してＰＤＦファイルにして、そ

れが自由にできるようにする。そうすると、申込書も関係なく、ネット上からとれるという。

実際、何人とったかがわからないので、やっている側としてはつまらないところもあるのです

けれども、来ていただくほうが実感があっていいんですが、ただ、利用者の利便性、あるいは

資料を破損しないという点からすると、将来的に、すぐ予算化できるものではないと思います

けれども、重要な写真みたいなものは、もしかしたらＰＤＦファイルにしたほうが、資料を保

存する点においても十分意味があるんじゃないかなと思うので、もしよろしければ、そういう

方向も考えていただければと思います。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございます。本当にそうですね。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○委 員（齋藤裕吉君） この施行規則の条文には出てこないのかなと思いますけれども、小
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中学生の「学びのパスポート」の使用対象といいましょうか、館内の展示物がどういうふうな

レベルのものか、実際、詳しく見ないとわからないことですけれども、ぜひ、例えば「学びの

パスポート」が使える場所とか、そんなふうにして小・中学生以上に手軽に利用できるような

運営になっていけばよろしいなと思います。要望でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） 今のことにつきましては、どんなふうなお考えでいらっしゃいま

すでしょうか。 

○文化振興課長兼文化財担当主幹（英 太郎君） ふるさと府中歴史館につきましては、無料

の施設ということでございまして、「学びのパスポート」は必要ないのでございますが、小・中

学生を対象にＰＲをして、ぜひ展示を見ていただけるように、ＰＲをして活用してまいりたい

と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（久芳美惠子君） お願いいたします。ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、お諮りいたします。第１５号議案「府中市立ふるさと府中歴史館条例施行規則に

ついて」、決定することにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしでございます。原案どおり決定いたします。よろしくどうぞお願いいたします。 

                    ◇                

◎寄付に対する感謝状の贈呈について 

○委員長（久芳美惠子君） それでは、報告・連絡に移ります。 

 報告・連絡の１番につきまして、総務課お願いいたします。 

○総務課長補佐兼学校耐震化等推進担当副主幹（月岡敏浩君） ただいま議題となりました、

寄付に対する感謝状の贈呈につきまして、資料１によりご説明いたします。 

 今回の寄付は、府中市立府中第三中学校に対するものでございます。 

 寄付品は、ハンドゴールポストでございまして、１５万３６０円相当でございます。 

 寄付者は、府中市ハンドボール連盟及び府中ハンドボールクラブで、受領日は平成２３年２

月１８日でございます。 

 今回の寄付につきましては、価格が１０万円以上となりますので、府中市教育委員会表彰規

程により、感謝状を贈呈したいと考えております。 

 以上で報告を終わらせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。寄付に対する感謝状でございます。何

かご質問、ご意見ございますでしょうか。 

大変ありがたいことでございます。 

 それでは、報告・連絡の１番、寄付に対する感謝状の贈呈につきまして了承いたします。 

               ◇                

◎箸の変更について 

○委員長（久芳美惠子君） 報告・連絡の２番でございます。学務保健課お願いいたします。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） 資料２の給食用箸の変更についてご説明いたします。 

 現在、学校給食で使用しております竹箸は、平成１３年６月に割り箸から洗浄箸に変更され

るときに採用されたものです。約１０年が経過しますが、ここ数年、竹箸のそり返りがひどく、

給食が食べづらい、箸の先がささくれ立っていて危険であるなどのご意見により、児童・生徒、
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教職員並びに保護者から、箸について見直しの要望が寄せられるようになりました。 

 そこで、昨年４月から、竹箸に代わる箸について、給食センター栄養士及び調理員によるプ

ロジェクトを立ち上げ、検討を始めました。 

 候補の箸につきましては、多摩地区の給食センターでの箸の使用状況を調査し、１２の自治

体で使用している京華木の箸と、最近新たに建設された給食センター等で採用されているＳＰ

Ｓ樹脂の箸を候補といたしました。 

 ２学期に京華木、ＳＰＳの箸をそれぞれ、小学校、中学校、各１校ずつに試行を依頼いたし

ました。試行の間にプロジェクトのメンバーで各学校に子どもたちが食べている様子を見に行

ったり、直接子どもたちや教職員の方々にお話を伺ったりいたしました。 

 その後、昨年１２月に児童・生徒並びに教職員の皆様に、使い勝手や竹箸と比較しての様子

などのアンケートを実施いたしました。京華木、ＳＰＳ樹脂とそれぞれ長所、短所を比較いた

しますと、京華木は、樺の木に樹脂を注入しているため、その分重く、また、においが気にな

るという声が寄せられました。価格は、竹、ＳＰＳ樹脂の箸と比べますと一番高くなっていま

す。 

 ＳＰＳ樹脂の箸ですが、安全性については、財団法人日本食品分析センターの検査によって、

食品衛生法に基づく食品添加物等の規格基準に適合しており、問題ありませんでした。また、

リサイクルシステムが確立されておりまして、買い換え時にはメーカーが回収し再利用するた

め、ごみの発生等はございません。変形等は起きませんので、耐用年数からもコストの削減に

つながるものと考えております。 

 ２月２８日に開催いたしました平成２２年度第１回学校給食センター運営審議会で、食品衛

生法に基づく食品添加物等の規格基準に適合した安全性の確認検査結果や、試行したアンケー

トの結果による使用感、耐用年数、価格等をもとに審議いただき、ＳＰＳ樹脂の箸が最も高い

評価を得て変更が承認され、平成２３年度の新学期から箸を変更するものでございます。 

 なお、お手元に現物を置かせていただきましたが、木目のある茶色の箸が京華木で、六角形

のあずき色の箸がＳＰＳ樹脂の箸でございます。長さは１９．５センチをお手元に置かせてい

ただいております。中学生は２１センチの箸になりますので、１．５センチ長い箸を使用する

ことになります。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。給食時の箸の変更につきましてご説明

いただきました。何かご質問ございますでしょうか。 

○委 員（崎山 弘君） ＳＰＳは商品名なのですか。何かの略なのでしょうか。もしわかれ

ば教えてください。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） ＳＰＳ樹脂とは、シンジオタクチック・ポリスチレン樹脂

の略になります。以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） 全部英語ですか。最初のシンというのは、「新」という字かなと。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） 全部英語です。シンは「新」ではなくて。 

○委 員（崎山 弘君） スペリングはわかりますか。調べてみたいなと思ったのですが。後

で調べてみます。 

○委員長（久芳美惠子君） 先ほどご説明がありましたように、当然、中学生は長めのものを

使うので、重さも若干重くなるということですよね。小学校１年生ぐらいでもこのぐらいの長
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さで大丈夫でしょうか。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） 今現在使っている竹箸が同じ長さになっておりますので、

大丈夫だと思います。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございます。 

 すみません、ちょっと細かいことなのですが、箸の先のほうがぱっと見ると色が違うように

見えるのですが、これは、滑らないような形の加工がしてあるんでしょうか。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） 樹脂箸のほうの先については、滑らないような加工がされ

ております。 

○委員長（久芳美惠子君） そうですよね。挟んだときにツルッとならないように。 

 よろしゅうございましょうか。 

 それでは、報告・連絡の２番、箸の変更につきまして了承いたします。よろしくお願いいた

します。 

               ◇                

◎平成２３年度府中市学校給食会事業計画について 

○委員長（久芳美惠子君） 報告・連絡の３番につきまして、学務保健課お願いいたします。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） 資料３、平成２３年度府中市学校給食会事業計画及び給食

会計予算についてご説明いたします。 

 １ページをご覧ください。１の概要でございます。府中市学校給食会では、「より安全でおい

しい学校給食の提供」を目標にしています。食材の選定では、安全かつ安心を基本に、原材料

は国産品を、調味料は無添加の非遺伝子組換え品を使用するとともに、生産者の顔が見える府

中産野菜の積極的な活用に努めてまいります。３月１１日の東北地方太平洋沖地震により、食

材の選定が難しくなると思われますが、安心かつ安全に給食を提供できるように選定してまい

ります。 

 調理では、素材から手づくりに努めるとともに、衛生面など環境整備を進めてまいります。 

 献立では、安全かつ安心な食材選定や手づくり調理のもと、栄養バランスのとれた学校給食

の提供に努めてまいります。 

 学校給食は、教育面からも大切な役割を担っています。そのため、学校給食の運営にあたり

ましては、学校や保護者、地域の皆様と連携を図るとともに、栄養教諭や栄養士、調理員によ

る授業、試食会などへの参画、給食時間における児童・生徒への巡回指導など、給食を「生き

た教材」として活用する中で、食教育の推進に努めてまいります。 

 また、給食展・大試食会の開催、給食センターのホームページの充実など、食に関する啓発

活動を推進してまいります。 

 次に、２の給食費でございます。保護者からご負担いただいております給食費につきまして

は、全額食材料の購入に充てておりますが、購入にあたっては、安全で良質、そしてできる限

り廉価な食材を厳選してまいります。 

 なお、給食費月額につきましては、表のとおりでございます。 

 ２ページをご覧ください。食材料の購入につきましては、市からの牛乳代と調味料の補助金

が交付されておりまして、２３年度は、牛乳代補助は１本１１円、また、調味料の補助といた

しましては、給食費月額の２．２％以内が交付される予定でございます。 
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 次に、給食実施計画でございます。学校数、年間の標準給食回数は、小学校は前年同様の１

８５回でございますが、中学校につきましては、３回増やしまして１７８回でございます。 

 給食センターの稼働日数につきましては、前年同様でございます。 

 次に、４の衛生管理、栄養技術研修計画でございます。栄養士、調理員について、記載のと

おりの研修を計画しております。また、このほかに東京都や市が開催いたします、さまざまな

研修もございますので、できるだけ多く参加してまいりたいと考えております。これらの研修

を通じて、より一層の資質の向上に努めてまいります。 

 ３ページをご覧ください。５の衛生管理実施計画でございます。 

 毎月２回実施している腸内細菌検査を初めとする各種検査、調査を実施する中で、衛生管理

を徹底し、事故防止を図ってまいります。 

 次に、６の施設及び設備の整備計画でございます。 

 経年劣化の著しい調理場の整備を行うとともに、能力向上のための調理機器を設置し、給食

センターの維持に努めてまいります。主な回収工事、調理機器の購入は、記載のとおりでござ

います。 

 続きまして、４ページをご覧ください。平成２３年度府中市学校給食会給食費会計予算につ

きましてご説明いたします。 

 歳入・歳出予算の科目及び説明区分につきましては、前年同様でございます。 

 内容につきましては、事業計画２の給食費に上げます数値を算出根拠といたしまして、歳入

は主に保護者から徴収いたします給食費、市からの補助金、歳出は食材料費でございます。 

 予算合計額は８億９，９３４万７，０００円で、前年度比６９万１，０００円、前年度比０．

０７％の増額でございます。増額の主な理由は、児童・生徒数の増によるものでございます。 

 また、本事業計画及び予算につきましては、３月４日に府中市学校給食会理事会を開催いた

しましてご審議いただき、ご了承いただいておりますこともあわせてご報告いたします。今後、

保護者に対しましてもお知らせをしてまいります。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。報告・連絡の３番につきまして、何か

ご質問、ご意見ございますでしょうか。 

○委 員（齋藤裕吉君） 概要のところで説明がございましたけれども、安心・安全の食材の

確保ということでございますが、今、震災被害が大分広がっておりまして、食材の安全性とい

うことについて、かなり心配なさっている保護者も出てくる。今現在もいると思いますし、こ

れからさらに増えるかと思います。そういう点で、市教委、あるいは学校のほうから保護者へ

の説明を適切に今後やっていく必要があるのかなと思いますので、そのところをどうぞよろし

くお願いをしたいと思います。食材、それから、今後は水ということも入ってくるかと思いま

す。説明の徹底というのでしょうか、よろしくお願いしたいと思います。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） 今、農産物、また、水の情報等が入っておりますので、本

日で中学校の給食のほうも終了いたしましたので、今後、いろいろな情報を集めまして対応し

てまいりたいと思います。 

○委員長（久芳美惠子君） 結構大変な時期でございますので、よろしくお願いいたします。 

 ほかにご質問、ご意見等ございますでしょうか。 
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○委 員（崎山 弘君） 私も、今回、水のことに関しては、これからどうなるかなと思って

いるのですが、府中市で実際に蛇口から出てくる、実際にそこで使っている水のベクレルとい

うか、放射線量を測るということは、府中市としては可能なものなんでしょうか。むしろ、水

道水がどこで出たといって使えないというと、本当に大変なことになるのですね。ただ、学校

給食も、これは、それこそ府中市の水道は利根川水系、向こうから来ているわけで、金町は関

係ないのですけれども、出たと言われた段階で、パニック的に府中市も給食で使えないという

ことになると非常に困るわけで、実際に使っているものの放射能がどれだけかが測れれば、別

に何と言われようと、今日つくっている食事は大丈夫なんだとはっきり言えるのですね。 

 以前は、この出来事が起こる前は、昔は貸してくれたのです。どこだったかわからない公的

なところが測るものを貸してくれたという時代があったのですけれども、最近はどうなってい

るのですか。もしそれで測れるのだったら、毎日、毎日図って、今日はどうだったということ

を言ったほうが明らかな数値が出されるので、そんなに難しい機械ではないので、だれでも使

える機械なのですけれども、そういうことがもし可能ならば、水に関しては、今日出た水はど

うだったんだみたいなことが絶対指摘されると思うので、可能であれば、それをやっていただ

けるほうが市民は安心かなと思います。私も資料はそろえていないのですけれども、カウンタ

ー自体は非常に簡単な機械で貸し出しがたしかできたはずなんです。このご時世になって、か

なり品薄になっているかもしれませんが、考えていただけるといいかなと思います。 

 あと、風評被害ではないですけれども、今、出荷制限となった所は当然使わないと思うので

すけれども、その隣の県まで避けようなどということは絶対市はやってはいけないということ

です。むしろ、それをやるとパニックになるのであって、むしろ積極的にそういうところは大

丈夫なんだということで、もし心配だったら、市で購入した段階で、食品購入、入った段階で

そのカウンターで調べればいいわけですから、そういうことができれば、隣の県だけど、府中

市は大丈夫ですと言いきったほうがいいと思います。むしろ、福島がだめだから、隣の県も一

応府中市は避けていますと胸を張って言ってしまっては逆にいけないのではないかと私は思い

ますので、それをもし胸を張って言うのだったら、一応測っていますと言ったほうが、よほど

理屈にかなっていますので、ヨウ素は半減期は８日間ですから、私なんかは思うんですけれど

も、１週間おいておけば減るんですよね。どうしてそういうことを言わないのかなと思うので

すけれども、そういうこともあるので、実際、口に入るまでの段階でどうなっているかが問題

なわけですから、それはもう少し科学的に証明できるようなもの、まだ４月の給食が始まるま

でちょっと時間がありますので、準備できるものが今からだったらあるんじゃないかと思いま

すので、考えてみていただけるといいと思います。 

○委員長（久芳美惠子君） いかがでしょうか。計測器について。 

○給食担当副主幹（須恵正之君） その点につきましては、私のほうで調べていなくて、今、

ご意見をいただきまして、これから調べて対応してまいりたいと思います。 

 あと、水道水につきましては、３月２２日の測定結果で府中市は朝霞浄水場から水道水を引

いているため、現段階では影響はないというふうには、多摩府中保健所のほうから通知が出て

おりますけれども、検査をできれば、やれるものであれば、やって確認をしてということでや

っていきたいと思いますので、調べてみたいと思います。以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） ぜひそうしてください。数字に踊らされることがないように。ど
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うも、１つは、こちらができる対策として、全体的にはこう言っているけれども、じゃ、給食

で使っている水はどうだったのかということも、やはり市民の方にお知らせしたほうが、今、

崎山委員がおっしゃったように、安心なさると思うのですね。ぜひその辺のところ、よろしく

お願いいたします。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

 特にないようでございますので、報告・連絡の３番、平成２３年度府中市学校給食会事業計

画について了承いたします。よろしくお願いいたします。 

               ◇                

◎平成２２年度（平成２３年４月就学予定）就学時健康診断受診結果について 

○委員長（久芳美惠子君） 続きまして、報告・連絡の４番、学務保健課お願いいたします。 

○学務保健課長補佐（中村孝一君） 資料４をご覧ください。平成２３年度就学予定者の就学

時健康診断の結果についてご説明を申しあげます。 

 対象者が、男子１，１６８名、女子１，１１１名、合計２，２７９名で、受診者につきまし

ては、男子が１，１３７名、女子が１，０７９名、合計２，２１６名でございます。男女の合

計での受診率は９７.２４％となっております。 

 未受診者につきましては６３名おります。理由といたしましては、私立学校への入学が２６

名、インターナショナルスクールへの入学が２名、就学相談が１８名、市外、国外への転居が

８名、不明として９名となっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（久芳美惠子君） 今、ご報告を受けましたが、何かご質問、ご意見ございますでし

ょうか。 

 １件ご説明をお願いしたいのですが、未受診者の中の１８名、就学相談絡みと今お聞きいた

しましたけれども、この辺をもう少し具体的に聞かせていただけますでしょうか。 

○教育部参事兼学務保健課長（田中陽子君） 未受診者のうちの就学相談１８名というのは、

就学時健康診断を受ける前に、就学相談でいろいろな健診等を受けていらっしゃるので、受け

なかったということです。この子たちは、普通学級ではなくて、特別支援学級又は特別支援学

校のほうに行く児童です。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。そうしますと、不明の９名の中に、も

しかしたら障害のあるお子さんで通常学級に入りたいというご希望のある方がいるかもしれな

いということですね。わかりました。 

 いかがでございましょうか。ご質問等ございますでしょうか。 

 特にご意見、ご質問等ないようでしたら、報告・連絡の４番、平成２３年４月就学予定の就

学時健康診断受診結果について了承いたします。大変ご苦労さまでございました。 

               ◇                

◎府中市小・中一貫教育検討委員会報告について 

○委員長（久芳美惠子君） それでは、報告・連絡の５番につきまして、指導室お願いいたし

ます。 

○統括指導主事（金子真吾君） それでは、平成２２年度府中市小・中一貫教育検討委員会の

検討概要について、資料５に基づきまして説明いたします。 

 - 15 - 



 本委員会は、平成２３年度に実施する小・中一貫教育モデル校及び地域の校長並びに副校長、

研究等にかかわる担当教員、教育部職員の１０名により、「外国語活動と英語」、「生活指導」、

「府教研」の３つの分科会を構成し、平成２２年４月から平成２３年１月の６回にわたり検討

を進めてまいりました。また、小・中一貫教育の先進校等の視察を含め、報告の概要をまとめ

たものでございます。この報告内容については、４月当初の校長会、副校長会で説明し、各校

への周知を図りました。 

 全体の構成といたしましては、設置の経緯、方向性について、平成２２年度の報告について、

平成２３年、２４年度の方向性について、それぞれ大きく３つに大別してまとめております。 

 まず、第１に、設置の経緯、方向性については、まず、校舎のタイプといたしまして、１つ

の校舎で小・中学校の児童・生徒が学習活動を進めるタイプの学校ではなく、現在設置されて

いる学校が中学校区ごとに密接に連携を図り、子どもたちの学びと育ちを円滑にかつ効果的に

支援することを示しております。 

 次に、教職員が義務教育の９年間を一体としてとらえるという発想や、創意工夫が非常に大

切になり、まず、できることから始めることを積み重ねる大きな方向性を示しております。 

 次に、第２に、平成２２年度の報告といたしまして、現状と連携の実際について述べており

ます。 

 小・中学校には、それぞれ培われてきた文化や指導観の違い、当然のことではありますが、

教職員の意識として、小学校は６年間、中学校は次の３年間を確実に分担し、校種の特徴を生

かした教育活動を着実に推進していくという固定観念があります。この教職員の固定観念を援

用させることが、やはり大きく小・中一貫教育を進める上で大きなかぎを握っていると考えら

れます。 

 次に、小学校の外国語活動と中学校の英語の連携については、小学校で培ったコミュニケー

ション能力の素地を確実に生かし、中学校の英語科が積み上げる接続に力を注ぐ必要がありま

す。ここで示しておりますが、思い切った英語改革を進める絶好の機会であるという委員の意

見等もあります。具体的な英語教育を媒介として、小・中学校お互いに相互のニーズがあり、

連携か進めやすいと感じられました。 

 続きまして、生活指導総合連携については、義務教育の９年間を見通し、児童・生徒にどの

ような生活習慣や態度を育むのかが重要になります。系統的な生活面でのルールの統一等も考

え、習慣化を図ることができるというように考えています。 

 また、これまで積み上げてきたものを整理し、９年間で子どもたちをどのように育てていく

のかというような指導計画についても検討いたします。 

 次に、府教研については、話し合いよりも、実際に授業を見合うことでより理解が深まるで

あろうという共通理解がありました。各部会のテーマ設定や小・中学校相互の授業参観日程等

の調整は必要になりますが、積極的に進める必要があると考えております。 

 次に、第３といたしまして、平成２３年・２４年度の方向性として、平成２３年度は「小・

中一貫教育推進協議会（仮称）」を設置し、モデル校、地域での検証を踏まえた「府中市小・中

一貫教育ビジョン（仮称）」の策定について協議を進めてまいります。特に小・中学校が中学校

区ごとに密接に連携を図り、学校だけではなく地域と一体となった組織体制の整備や連携、支

援の内容を協議してまいります。また、府中市として小・中一貫教育はなぜ必要なのかという
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大きな理念に踏み込んだ協議についても、教職員の意欲を高め、啓発を図るためにも重要であ

ると考えております。 

 最後に、平成２３年度の中心となる取組みの３本柱について、それぞれの内容について明示

をいたしました。 

 外国語活動－英語の連携につきましては、小学校６年生、中学校１年生の「育ちと学びの連

続性」や「つまずき」を見通し、可視化したプログラムの作成。また、コミュニケーションに

対する積極的な態度、一定の素地を効果的に生かした指導の内容の改善などを考えております。 

 生活指導の総合連携につきましては、中学校が、これは二中校区がモデルになりますが、３

校の生徒指導協力員、学校をそれぞれ回る協力員を配置しまして、より一層の連携を図ってい

きたいと考えております。 

 また、小・中学校の教員が相互に年２回程度授業を見合い、意見交換などを行うことも行っ

ていきたいと考えております。 

 また、これらの内容が各校の特色を積極的に生かし、構想力を発揮して、小・中一貫教育に

おいて、具体的に進める手順を２３年度、２４年度と進めていく次第でございます。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。今、府中市小・中一貫教育検討委員会

のご報告を丁寧にしていただきました。何かご質問ございますでしょうか。 

○委 員（齋藤裕吉君） 言いたいことはたくさんあるのですけれども、絞って聞きます。 

 中ほど、「現状と連携の実際（概要）」というところですね。「小・中学校には、それぞれ培わ

れてきた文化や指導観の違いがある」、これはどういうことなのかなと思うのですが、まずそれ

を１つ。検討した過程でどんなふうになったのか。 

 あと、もう一つは、９年間連続してという考え方の是非というのでしょうかね。子どもたち

の育ちには、当然、発達特性、節目というのがあると思うのですけれども、そこをどういうふ

うにとらえるという、節目のとらえ方の論議、どんなふうになされたのか、聞かせていただき

たいと思います。とりあえず、以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） 今、２点ほどご質問がございました。よろしくお願いします。 

○統括指導主事（金子真吾君） まず、１点目の、それぞれの指導観ということですが、検討

委員会の協議の中では、小学校のほうでは、個を中心にして担任の先生が学級担任というよう

なこともございまして、そういう視点で子どもたちを丁寧に見ていく。中学校ももちろんその

ような形で担任が見ていくわけなのですが、教科担任制と中学校のほうはなっております。お

おむね集団の中で子どもたちの育ちを把握していくと、そのような部分で指導観の違いがある

というとらえ方で話し合いが進められました。 

 また、２点目の９年間の節目等については、ここにあります小・中一貫教育推進協議会、大

きな理念の部分で、そこまで９年間の節目について、また、とらえ方、カリキュラム等も含め

てなんですが、大きな理念的な部分については、平成２３年度、この教育推進協議会のほうで

ご討議いただくようなことを検討しております。以上でございます。 

○委 員（齋藤裕吉君） 文化、指導観の違いという点について、これから大いに論議をして

ほしいなと思うのですけれども、個が中心か、集団としてとらえるかという説明がございまし

たけれども、やはり集団の中の個であり、個が自立しての集団であるという両面があると思い
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ますので、これはぜひ今後論議をする中で、この指導観を高めるという方向に持っていってい

ただければいいかなと思いますけれども、考えてみてほしいと思います。 

 また、３つ目の質問というか、これは意見になりますけれども、小学校の外国語活動と中学

校の英語との連携ということについてですね。これは本当に大事だと思います。小学校で、例

えばの話ですけれども、話の内容がわからないけれども、ゲームとしてはおもしろいからやっ

ていたけれども、全然わからない。あるいは逆に、小学校でわからなくなってしまったがため

に、英語が嫌いになってしまうという子どもが生ずる可能性があるということもよく言われま

す。連携を十分ぜひ図ってほしいと思います。 

 それで、現場の状況を見ますと、府中市においても、ややこの心配があるのですけれども、

ＡＬＴの派遣業者のプログラムでどんどん進めてしまう。それのプログラムというのは、中学

校との接続というのをどの程度考えているのか、ちょっと疑問符を持ってしまうような場合も

あります。そういう派遣業者と内容について、十分に検討していけるような形での連携をやっ

ていかないと、実質的には連携が進まないのではないかと、実態を見て思います。その辺のご

指導をお願いしたいと思います。ということが１つ。 

 あと、小学校の教員ですね。小学生の英語活動に使うような英語の内容レベルというのは大

体わかっているはずなのですが、それを子どもにどう指導するか、それを活動としてどう指導

するかという点では、まだまだ指導の方法論において、未熟という言葉は失礼ですけれども、

経験が足りないように思いますので、その辺の小学校教員の研修ということもあわせて大いに

やっていかないと、有効な連接ができないんじゃないかなと思います。よろしくお願いしたい

と思います。以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） ご意見を２つ言っていただきました。ぜひその辺のところをよろ

しくお願いいたします。ほかにいかがでしょうか。 

○委 員（崎山 弘君） 私も外国語に関してはちょっと考えるところがあるんですけれども、

今やっている小学校の外国語教育は、オーラルコミュニケーション、会話でのコミュニケーシ

ョンすることの技量を上げようというタイプの授業をやっていらっしゃるところが多いと思い

ます。それで私もいいと思います。それで英語が楽しいと思って、それが中学校に進んでいけ

ばいいのですけれども、ただ、中学校の英語は、高校入試のための英語にならざるを得ない面

がどうしてもあります。どちらかというと文法的な、文章を書かせるときに、実はしゃべれな

いというのは、我々の世代の英語をやっている人は多いのですけれども、コミュニケーション

をとるための英語はそれであるんだということを、ちゃんと子どもたち、中学生に理解しても

らえばいいのかなという気がします。どうしても限られた時数内で高校入試のことを考えたら、

オーラルコミュニケーションに時間を割くというのは、今の中学校の教育課程の中では難しい

ので、それは十分認識した上で、あの英語とこの英語はこういう違いがあるんだということを

ちゃんと中学生にもわかってもらうような形で持っていけば、うまくつなげられるのかなと。

小学校のときの英語は楽しかったけれども、中学校の英語はあまりおもしろくないという声を

うちの子どもたちの地域から聞いたことがあるので、それは多分、英語というものの扱い方が

中学生の英語は違うからだろうなと私は感じました。そこら辺をうまく連携できるような形を

念頭に置いて指導していただけるといいのかと感じることがありました。これも意見です。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。最終的には使える英語が身につくよう
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になってほしいと思いますが、そうすると、かなり文科省あたりの内容的なところまで検討し

ていかなければいけないところに入るのかもしれませんが、実際にはオーラルであろうが、ラ

イティング、リーディングであろうが、言葉ですからね。使えないといけないと思います。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

 それでは、報告・連絡の５番、府中市小・中一貫教育検討委員会の報告、了承いたしまして、

よろしく今後ともお願いいたします。 

               ◇                

◎第４期府中市生涯学習審議会答申について 

○委員長（久芳美惠子君） 次に、報告・連絡の６番でございます。生涯学習スポーツ課お願

いいたします。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） それでは、生涯学習スポーツ課より第４期府中市

生涯学習審議会答申について報告いたします。資料６をご覧ください。 

 答申本体は１７ページになりますが、Ａ４、資料６で概要をつくりましたので、その概要に

沿ってご説明申し上げます。 

 まず、１の趣旨と２の諮問内容でございますが、平成２１年４月に教育長より諮問「第２次

府中市生涯学習推進計画の具体化に向けて」の審議会を行い、全体会、小委員会を合わせて２

４回の会議を重ね、平成２３年３月１６日に答申させていただいたものです。 

 次に、３の答申内容ですが、標題は『｢学び返し｣の体制づくり～「おせっかい精神」の再発

見』です。大きく５つの提言と生涯学習センターの指定管理者制度導入についての件となって

ございます。 

 まず、１つ目の提言につきましては、（１）の「学び返し」（生涯学習ファシリテーター・サ

ポーターの育成）です。ファシリテーター、すなわち、地域の担い手、生涯学習の担い手、あ

るいはサポーター、支え手を育成して、各世代を巡回させる学びのネットワークを生み出すべ

きだとしております。 

 （２）、第２の提言は、居場所づくりの推進（現代の寺子屋）です。ジュニア、ミドル、シニ

ア、つまり、子ども、大人、お年寄りが地域で集える施設や場所をコミュニティの学びの場（現

代の寺子屋）として再活用すべき、再構築すべきというふうに提言されております。 

 第３の提言は、（３）の新しい学習活動支援（新しい学びの助け合い）です。１で提言された

ファシリテーターの育成、そのファシリテーター、地域の担い手を中心とする委員会を立ち上

げて、お互いの交流を深めるともに、講座やイベントを開催すべきだとしております。 

 裏面をご覧ください。第４の提言は、情報提供・相談体制（「世話やき」の復権）です。これ

もやはり地域の担い手や支え手としてのファシリテーター・サポーターが、学習を求めていら

っしゃる市民の世話を焼いたり、いわばおせっかい的な相談相手になれる、そういう体制を工

夫してほしいという提言です。 

 第５の提言は、（５）で推進体制（「拠点」と「連携」）です。これは、スポーツや文化など、

分野や、あるいは世代によって細分化しやすいさまざまな情報の共有を進める、そういう拠点、

また、連携役を学習センターや文化センター、そしてコミュニティ協議会などの団体や、ここ

で育成するファシリテーター、すなわち、地域の担い手にその資格などを活用して果たしてほ

しいという提案でございます。 
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 最後に、（６）指定管理者制度に関する意見として、市は、府中市の生涯学習の方向をしっか

りと見据えた上で、その一環としての指定管理者制度の導入である、その手段としての指定管

理者制度の導入であるということを確認し、基本は、「学び返し」を進める観点から、市民との

共同を進める体制をしっかりとってほしいという視点でございます。 

 以上の答申内容を踏まえまして、市としましては、今後、第２次生涯学習推進計画、特に「学

び返し」の体制づくりにつきましての具体化に向けて、さまざまな施策、また、学習センター

の今後に向けて、答申の内容を生かしてまいりたいと考えております。 

 以上で生涯学習審議会の報告を終わります。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。生涯学習審議会の答申、ご説明いただ

きました。何かご質問ございますでしょうか。 

○委 員（齋藤裕吉君） 詳しくはまだですけれども、おもしろそうだなと思います。 

 言葉なのですけれども、ファシリテーターという言葉がありますよね。最近、あちこちで使

い始めているのですけれども、このまま市民に報告がありました、答申がありましたというこ

とで出していって、どうなんだろうなと思うのです。説明の中で、担い手という言葉を日本語

に直して説明などがありましたけれども、日本語で言えるものは日本語で言ったほうがいいの

ではないかと私なんかは思うのですけれども、よく言われるのですね。これは一般論ですけれ

ども、役所が片仮名文字を使い始めて、みんなよくわからない。何か意味がありそうだという

ことを指摘する人がいるのですけれども、わかりやすい言葉で説明していただけるといいなと

思います。これは府中市だけの話ではないのですけれども、この答申が出されたということで、

やはりこの言葉が出てきているので、ちょっと気になりましたので、申しあげました。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。仮にもしファシリテーターを日本語に

すると、何か適訳がございますでしょうか。例えば教育相談関係で何か人々に対して指導した

りするときに、ファシリテーターという言葉を使うのですが、別にリーダーでもいいような気

もするし、ただ、よくわからないというか、指導者なのかな、でも、何かちょっと違うという、

そのニュアンスがちょっとわからないですよね。サポーターと言うと、今、支援者という意味

で、いろいろな意味で根づいているとは思うのですが、確かにおっしゃるように、ファシリテ

ーターというのはあまりなじみのない、特に市民の皆様にはなじみのない言葉かなと思います

が。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） 答申書の２ページの下の所に、生涯学習ファシリ

テーターの注があるかと思います。一般的には、促進する人とか、手助けをする人の意があっ

て、ワークショップなどにおける進行役とか司会者を指すことが多い。先ほどご意見がありま

した、東京都とか国のほうも使っているのがありまして、そういう意味の解説をここにつけて

あります。 

 市のほうでも、ファシリテーターはわかりにくいという意見、指示がありましたので、括弧

して「生涯学習の担い手」とか、そういう言葉を必ずつけるようにしておりますので、今のと

ころ、両論併記というか、外国語と日本語、両方あわせて、チラシなどには表記しているよう

な状況です。 

○委員長（久芳美惠子君） ということのようでございますが。 

○委 員（齋藤裕吉君） 私が発言申しあげた一番の趣旨は、わかりやすく皆さんに受けとめ
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ていただけるようにしていただければということですので、使うなとか、そういう意味ではご

ざいません。その辺、わかりやすい説明ができるようによろしくお願いできればと思っていま

す。 

○委員長（久芳美惠子君） ほかにいかがでしょうか。 

 審議会はほとんど月１回ぐらいのペースで、とても熱心にやっていただいているように、レ

ポートの後半の日程などを見させていただくとわかります。 

 「学び返し」という言葉は大分前から使われていると思いますが、「現代の寺子屋」とか、「世

話やき」、そういうような言葉も入ってきて、要は、人と人とをつないでいこうということでご

ざいますよね。ぜひ、今、なかなか地域のつながりが薄くなっているときですので、生涯学習

をいろいろ通して、そういうかかわりが密になっていることは、大変望ましいことであろうな

と思っておりますが、ほかに何かご意見がございましたら、ぜひお聞かせください。 

 特にないようでございますので、報告・連絡の６番、第４期府中市生涯学習審議会答申につ

いて了承いたします。本当にご苦労さまでございました。よろしくお願いいたします。 

               ◇                

◎社会教育施設の臨時休館日等の変更について 

○委員長（久芳美惠子君） 次に、報告・連絡の７番でございます。生涯学習スポーツ課お願

いいたします。 

○生涯学習スポーツ課長（澁谷 智君） それでは、資料７に基づきまして、社会教育施設の

臨時休館日等の変更についてご説明いたします。 

 昨年の１１月の教育委員会定例会で報告・ご了承いただきました社会教育施設の臨時休館日

等につきまして、当初、１２月１６日に予定していました総合体育館の臨時休館日を、建築設

備定期検査が１２月２２日に予定されることになりましたので、臨時休館日を１２月２２日に

変更いたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。１２月１６日に予定しておりました臨

時休館日が２２日に変更になるということでございます。よろしゅうございましょうか。 

 それでは、報告・連絡の７番、総合体育館の臨時休館日等の変更について了承いたします。

よろしくお願いいたします。 

               ◇                

◎府中市立ふるさと府中歴史館の開館内覧会の開催について 

○委員長（久芳美惠子君） 次に、報告・連絡の８番でございます。文化振興課お願いいたし

ます。 

○文化財担当副主幹兼市史編纂担当副主幹（江口 桂君） それでは、府中市立ふるさと府中

歴史館の開館内覧会の開催についてご報告いたします。資料はございません。 

 宮町３丁目１番地所在の府中市立ふるさと府中歴史館につきましては、既に今月２２日から

文化振興課文化財係の事務室が開室しております。 

 また、開館までの日程でございますが、３月３０日（水）午後２時から、関係者の皆様方向

けの内覧会を行い、４月１日（金）から開館といたします。 

 なお、東北関東大震災に伴う計画停電実施期間中は、計画停電の実施状況に配慮した対応で
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開館といたします。 

 また、市役所西庁舎１階市民談話室に設置していた宮町図書館の仮設窓口は、開館準備及び

計画停電対応のため、３月２２日をもって閉鎖いたしました。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございます。ふるさと府中歴史館の開館内覧会のご開

催、３月３０日の２時からということでございますね。 

 それでは、報告・連絡の８番、府中市立ふるさと府中歴史館の開館内覧会の開催について了

承いたします。よろしくお願いいたします。 

               ◇                

◎東北地方太平洋沖地震への対応状況について 

○委員長（久芳美惠子君） その他でございますが、ここで、東北地方太平洋沖地震への対応

状況につきまして、各部よりご報告をお願いいたします。 

○総務課長補佐兼学校耐震化等推進担当副主幹（月岡敏浩君） 東北地方太平洋沖地震発生以

降の対応につきましてご報告いたします。 

 お手元の資料は、昨日開催された庁議において報告された災害対策本部の資料ですが、参考

資料として配付させていただきました。 

 ここでは、今回の東北地方太平洋沖地震に対する教育部及び文化スポーツ部の対応状況につ

いてご報告させていただきます。 

 まず、教育部でございますが、３月１１日（金）１４時４６分ごろに地震が発生した際、事

務所がございます本庁舎８階においては、キャビネットからの文書の落下、ラックの転倒、プ

リンタの落下などの被害がございました。庁舎からの退去命令に従い、職員は非常階段を利用

して、庁舎外、大國魂神社の広場に退避いたしました。人的な被害は特にございませんでした。 

 最初に、総務課の対応状況ですが、同日の退去命令解除後に、職員が手分けをして各小・中

学校に連絡をとり、児童・生徒及び教職員等、施設の状況を聞き取り、被害状況の把握に努め

ました。 

 小・中学校の施設においては、ガラスの破損、下塀の亀裂、水漏れ等の被害がございました。

現在、その修理に努めているところでございます。幸いにも児童・生徒や教職員のけがは報告

されておりません。 

 また、鉄道駅周辺の一小、三小、三中、九中におきましては、帰宅困難者の一時受入れを実

施いたしました。 

 数日後に開始された東京電力の計画停電においては、その状況把握に努め、各学校へ停電日

時等の情報提供を継続して行っております。 

 なお、学校教育ネットワークシステム「学びの扉」につきましては、当初は終日システムが

停止いたしましたが、現在は計画停電時間以外におけるシステムの可能な限りの運用に努め、

学校職場の事務作業への影響は極力出ないように対応しているところでございます。 

 ３月１８日（金）は、中学校の卒業式でしたが、午前中に計画停電が予定されている学校に

つきましては、急遽、午後の開催に変更いたしました。 

 また、八ヶ岳府中山荘におきましては、３月２３日（水）から４月１２日（火）まで、緊急

対応として被災地避難民の受入れを実施しております。 

 なお、当面、一般の市民の利用は中止してございます。 
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 次に、学務保健課の対応状況ですが、こちらは主に学校給食センターの対応状況でございま

す。 

 地震発生当時、第１、第２学校給食センター及び洗浄センターにおいては、洗浄作業中であ

り、地震発生とともに火元等を確認の上、職員は場外に避難いたしました。 

 その後、安否確認の上、職場復帰し、設備等の点検を行いましたところ、器具等に異常は見

られませんでしたが、ガスやエレベーターの緊急停止、水の濁り、建物の亀裂、壁の剥離等が

見られました。 

 地震の起きた翌日の１２日（土）と次の１３日（日）で、業者の納品確認、ガスの復旧、水

の濁りの解消等を行い、週明けから給食を提供できるように準備をいたしましたが、その後、

計画停電の実施が決定し、３月１４日（月）は小・中学校への給食の提供をやむを得ず中止い

たしました。 

 １５日（火）以降は、調理時間と停電時間の重複や、東京都からの牛乳の提供停止などの難

しい条件が幾つかありましたが、献立を変更したり、提供時間を早めにするなどの工夫をし、

給食の提供は継続して実施できております。 

 また、単独校においては、食材調達が困難なこともあり、給食を確実に実施し、その他の日

はお弁当の対応となっております。 

 最後に、指導室の対応状況でございますが、地震発生後、児童・生徒については、保護者に

引き渡すなどして下校させておりましたが、保護者と連絡がとれなかったり、公共交通機関で

通っている児童が学校に残っておりました。午後５時の時点で、小学校５校、９９人の児童が

学校に残っておりましたが、順次下校し、午後１１時には下校が完了しております。 

 各学校に対しましては、随時計画停電の情報提供や、その対応、基本的な方針や原発事故へ

の影響への対応等を示しております。 

 なお、１４日は給食が中止されたことに伴い、すべての小・中学校で午前中の授業といたし

ましたが、その後はおおむね平常どおりの授業を行っております。 

 また、教育センターにつきましては、１４日まで休館し、１５日から開館しておりますが、

安全確保のため、計画停電期間及び夜間における会議室の貸出しにつきましては中止しており

ます。 

 教育部の報告につきましては、以上でございます。 

 続いて、文化スポーツ部からご報告いたします。 

○文化振興課長兼文化財担当主幹（英 太郎君） 続きまして、文化スポーツ部関係の教育施

設の東北地方太平洋沖地震発生時の対応及び被害状況、その後の対応状況等について、施設ご

とに概要をご報告いたします。 

 まず、本庁舎関係ですが、８階の事務室では、書類棚などから若干の落下物などがあったも

のの、目立った被害はございませんでした。 

 発生直後の対応といたしましては、揺れがおさまると同時に、文化スポーツ部管下の各施設

に連絡をとり、被害状況を確認いたしましたが、その時点の報告で、幸いなことに、人的被害

がないことがわかりましたので、庁舎からの退去命令に従い、本庁舎勤務の職員は全員庁舎外

に退避いたしました。 

 次に、文化振興課関係の施設の状況でございますが、府中の森芸術劇場では、地震発生時に
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どりーむホールでは府中第一中学校が合唱祭を開催中でしたが、ホール客席内の上手、下手の

花道エリアの天井内装ボードが一部破損して、Ａ４用紙大の破片が花道に落下したほか、舞台

上に吊るされている音響反射板が左右に揺れて接触し、傷がつくなどの被害がありました。 

 地震発生後、劇場では状況確認と、１階正面広場への施設利用者誘導を速やかに行い、幸い

に人的被害は一切ございませんでしたが、引き続き余震のおそれがございましたので、劇場と

第一中学校の協議により、合唱祭を中止して解散していただきました。翌日は第九中学校が合

唱祭を開催する予定でしたが、協議により中止となりました。 

 なお、点検の結果、天井内装ボードは、現段階以上の落下のおそれはないとのことでござい

ます。 

 郷土の森博物館では、博物館本館２階の常設展示室内で天井の鉄製アングル約１８０センチ

の落下がございました。これは、地震の衝撃により溶接部分で分離、脱落したもので、安全が

確認されるまでの間、常設展示室及び企画展示室を休室といたします。 

 また、園内復元建築物では、壁面にひびが入るなどの被害がありましたが、幸いなことに人

的被害は一切ございませんでした。 

 なお、教育施設以外の施設になりますが、市民会館では、コンベンションホールの天井から

耐火被覆材の破片の落下があり、安全確認中のため、現在もホールの利用を停止しております。 

 また、グリーンプラザでは、施設の被害はございませんでしたが、地震発生当日の交通機関

の麻痺により、府中駅からの帰宅困難者の待機場所に指定され、翌朝までの対応をいたしまし

た。 

 次に、生涯学習スポーツ課関係の施設の状況ですが、生涯学習センターにおいては、体育施

設のプールの水があふれ出し、２階廊下、１階天井、１階ロビー、体育館などが一時水浸しに

なるなどの被害がありましたが、プール本体に損傷はございませんでした。 

 また、総合体育館では、エレベーターが停止し、スプリンクラーの留め具の脱落、第２体育

室の外光を採り入れる窓のガラスにひびが入るなどの被害がありました。 

 このほかに、地区体育館では、押立体育館の防火水槽の警報が鳴ったほかは被害がございま

せんでした。 

 なお、いずれの生涯学習スポーツ課関係の施設におきましても、人的被害は一切ございませ

んでした。 

 次に、図書館の状況ですが、地震発生時の大きな揺れで、３階、４階部分の書架に配架され

ていた図書及びＣＤ等が多数落下して、室内に散乱いたしました。 

 また、書架等の転倒はなく、幸いなことに人的な被害も一切なく、来館者については、職員

の誘導により、市民会館利用者とともに退館していただきました。 

 また、貸出し等の利用は、その時点で休止いたしました。 

 次に、美術館の状況ですが、地震発生時の大きな揺れで、直後にエレベーターが停止しまし

たが、ほかに目立った被害はございませんでした。 

 ３月１９日から開催を予定していた特別展「江戸の人物画」については、計画停電による展

示作業の遅れのため、３月２５日（金）からに開催を延期させていただきました。 

 最後に、東京電力の計画停電に対する対応としましては、文化スポーツ部管下の施設では、

節電のため原則的に夜間の閉館を実施するとともに、計画停電の影響を受ける時間帯を休館と
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する措置をとらせていただいております。ただし、計画停電が回避された場合、安全性、シス

テム、人員配置等の問題をクリアすることが可能な場合、実施できる範囲内で施設の開館をい

たします。 

 また、計画停電があった場合にも影響の少ない体育施設や郷土の森博物館の園内施設につい

ては開館し、できるだけ利用いただけるようにいたします。 

 なお、プラネタリウムについては、計画停電中以外は投影が可能な状況ですので、上映をす

る予定でございます。 

 なお、施設利用予約については、いずれの施設でも計画停電の時間を除いては可能ですが、

４月中については計画停電の予定がはっきりしないことなどから、できるだけ新規の予約は控

えていただくよう、利用者にお願いしております。 

 なお、本市における東北地方の被災地への直接支援として災害対策本部による方針が打ち出

され、その支援先として、同じ古代の国府所在地としての交流があった宮城県多賀城市が選定

されました。同市は、陸奥国府の所在したまちで、人口約６万人、今回の震災では、地震に加

え、津波で深刻な被害を受けました。 

 派遣に際しては、最初の連絡窓口となった文化振興課の江口副主幹が支援物資輸送の第１次

派遣要員に選任され、現地に赴きました。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） 地震につきまして、それぞれの部でさまざまな対応をしていただ

きました。本当にありがとうございます。 

○教育部参事兼学務保健課長（田中陽子君） 委員長、すみません、ちょっと追加で申しわけ

ありません。 

 学務関係ですけれども、国、東京都より、被災者の児童受入れをするようにという通知がご

ざいました。府中市におきましても、今現在３名の児童が、来たいという要望がございますの

で、今、手続をしているところです。 

 また、外国人の方については非常に転出が多くございまして、ここで小学校１年生、また中

学１年生に入る予定だった方々が、１０名ほど国外に退出しているという状況がございます。

以上です。 

○指導室副主幹（新藤純也君） 今回の大震災における子どもの心のケアについて対応してお

りますので、ご報告します。 

 教育センターの巡回相談員の心理士が、３月１４日に市内小・中学校すべてにおいて、スト

レスのある子どもたちの心の理解とケアについても、参考資料を各校に送付しております。そ

の後、翌日、各小・中学校すべてに電話にて聞き取り調査、子どもたちの様子などについて緊

急調査しております。 

 その後、１７日（木）に、巡回相談の緊急訪問の実施ということで、学校に必要な場合に、

心理士が訪問し、校内委員会への出席、それから先生と情報を交換するということで通知をい

たしまして対応しております。以上でございます。 

○生涯学習推進担当副主幹（山村仁志君） 生涯学習センターにつきましては、本日３月２４

日から４月２８日につきまして、避難した方の一時宿泊施設として宿泊施設を提供することが

決まりまして、１家族当たり１週間程度ということで受け入れております。 

○委員長（久芳美惠子君） ほかに追加ご報告ございますでしょうか。 
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 委員のほうからは何かご質問等ございますか。 

○委 員（崎山 弘君） 今のご報告にありましたように、地震の後、教育委員会事務局、８

階から全部降りてこられて、大國魂神社に一時退避したということですけれども、その動き自

体はマニュアルか手順書にある動きなんでしょうか。なぜかというと、もし、今回、人的被害

がないからよかったと思うのですけれども、その場合に、次、連絡先をどこにするかとかとい

う手順書とかは既につくられているものもあるのかなとちょっと思ったんですね。 

 あと、もう１件、各学校との連絡は、今回も地震の後、電話が非常につながりにくくなった

のですけれども、学校と教育委員会事務局とがいわゆる防災無線みたいなものは常備されてい

るのでしょうか。その２点についてお伺いしたいと思います。 

○総務課長（吉野寿一君） 震災時におけるマニュアルといいますか、手順の関係なのですが、

こちらにつきましては、ちょうど地震が始まる前にマニュアルを作成しているところでござい

まして、ここで完成したという状況がございます。 

 細かい内容につきまして、今お話のように、どういう状況のときに退避するのかとか、連絡

方法はどうするのか、そういった具体的な部分について、今、作成中という状況でございます。 

 あと、防災無線の関係は、各学校のほうに一応ございまして、連絡がとれる状況にはござい

ます。以上でございます。 

○教育部副参事兼指導室長（小椋 孝君） 今回の実際でございますが、当然のように学校の

ほうは８階のほうの電話に連絡がきたりしておりましたので、指導室のほうで、８階３名、こ

ちらの教育センターの事務室のほうに３名ずつということで配置しまして、あと、外線はつな

がりにくかったんですが、内線のほうが結構つながるのが確認できましたので、教育センター

のほうに連絡をということでファクシミリで回しまして、８階のほうは電話が鳴りやむのを待

ってこちらに移動したという次第です。それで先ほど報告しました児童・生徒の下校状況の把

握をしまして、１１時に完了と。そのような手はずで今回は行いました。 

○委 員（崎山 弘君） 実際に今、ちょうどマニュアルを作成しているところだということ

ですけれども、実際に今回みたいにうまくしのげたときのほうが、非常にデータとしてはいい

ものがとれるのです。ですから、今回を踏まえてもう一回見直すべきかなと思います。特に、

どこで指令するのか、今回、教育センターもあって、内線が生きていて連絡できたと、非常に

よかったとは思うのですけれども、もしそれがなかったら、次は何なのかというところまで考

えないと、どこにも連絡ができないという状況が、だれが指導しているかがわからないような

状況になると非常に困ると思うので、今回をいい機会として、各部署とのマニュアルづくりと

いうのをしっかりやってもらえれば、ちょうどいいのではないかなと思います。 

 あと、先ほどの報告の中で１つ私が気になっている点、聞き落としたかもしれませんけれど

も、郷土の森に移築した古い建物がいっぱいありますよね。あそこら辺は大丈夫だったのでし

ょうか。あと、展示物なんかでも、国宝級のつぼとか、よく、糸で張って倒れないようにして

ありますけれども、多分郷土の森の展示物はそういうことはしていないと思うので、倒れて、

実は借りているものが落下していますとか、そういうことがなかったかどうか。郷土の森に関

してはいかがだったでしょうか。 

○文化振興課長兼文化財担当主幹（英 太郎君） 郷土の森博物館につきましては、移築建築

物の中で、やはり建物にひびが入ったものはございます。土蔵、旧田中家、また、復元した小

 - 26 - 



学校、そうしたもので壁面にひびが入った、そういったものはございます。ただし、これは補

修が可能なものと考えられます。 

 また、展示物に関しましては、幸いなことに一切転倒あるいは破損等ございませんでした。

来館者に被害がなかったことにも加えまして、資料のほうにも影響がなかったことは幸いなこ

とだったと考えております。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） ほかにご質問はいかがでしょうか。どうぞ。 

○委 員（齋藤裕吉君） 最初は、ちょっと意見といいましょうか、自分の経験を少し言わせ

ていただいて、私は三宅島噴火のときに、避難対応ということで５年間かかわらせてもらった

のですけれども、自然災害というのは必ずあるということをいつも考えていなければいけない

ということだなということを、今回いやというほど思い知らされたという感じですね。一番最

初は命、そして次に絆ということが求められてきますね。次がお金ということになんでしょう

かね。そんなことを思いながら、今の状況を私も見ておるのですけれども。 

 それで、子どもたちのケアということで、心理士の先生方が回ってくださっているというこ

とで、大変ありがたいことだと思いますね。私の体験ですと、子どもにとって、小・中学生、

中学生もそうだと思いますが、一番手っとり早いというか、効果的なケアというのは、遊ぶこ

とという体験を持っていますね。１日１回、熱中できる瞬間があるということが子どもたちの

心をいやしていく力になっていくのではないかなということを感じています。 

 いろいろな心理療法等があるのかとは思いますけれども、体験的にはそんなことをしみじみ

感じたことがありましたので、府中においてはそこまでのことはないと思うのですけれども、

そんなことも一言お話をさせておいていただきたいなと思います。 

 今後、子どもたちもきっといろいろ心を痛めて、被災地の子どもたちを励まそうということ

でいろいろな取組みをやっていくかもしれませんけれども、ぜひこの機会、子どもたちの心を

耕すという指導をやっていってほしいなと思っております。 

 折り鶴などをたくさんいただいたりしますと、現場では捨てられないのですね。捨てると言

っては言葉が悪いです。ちょっと誤解のないように。今、一番欲しいのは何かなということを

考えて、励ましのメッセージを伝えていくということが必要なのかなと思います。ちょっと言

葉の使い方が難しいのですけれども、今後、少し落ち着いてくると、新学期が始まると、その

ような指導も入るかと思いますけれども、指導室のほうからの適切な指導をよろしくお願いで

きればと思っております。 

 あと、学童クラブはこの範疇外かもしれませんけれども、結構残っていた子どもたちが多か

ったと思いますけれども、その辺の情報というのは何かございますでしょうか。 

○総務課長（吉野寿一君） 学童クラブの関係でございますが、子どもたち、多く残っていた

という状況は聞いてございますが、ただ、適切に対応できたということの、詳細は大変申しわ

けございませんが、資料を持ってきてございませんので、適切に対応できたという報告は受け

てございます。 

○委員長（久芳美惠子君） 先ほどのご報告の中で、児童・生徒は１１時で下校が完了したと

いうふうにご報告があったので、その辺は学童とも絡んでいるところでございますよね。 

○統括指導主事（金子真吾君） 学童につきましても同じ近くの建物ですから、当然学校の教

職員と連絡をとって、最後の１人、学童に残っていた子も見届けて解散したという形になって
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おります。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがとうございました。保護者の方が結局迎えに来られたとい

う、１１時までに来られたということですよね。知っている保育所では、親御さんがとにかく

帰ってこられなくて、園長さんとその担任が、保育園ですからいろいろ布団等ございますけれ

ども、そこで寝たというような報告も聞いています。そういうことは府中市の学校ではなかっ

たということですね。 

 ほかにいかがでございましょうか。 

○委 員（北島章雄君） 帰宅困難者というのかな、第三小学校とか第三中の施設を利用した

ということなのですけれども、そこの施設管理者はどなたがおやりになったんでしょうか。 

○総務課長（吉野寿一君） 今回の場合、府中市の災害対策本部が設置されまして、災害対策

本部の指示のもとに体育館を開錠したという状況があります。体育館自体の管理については、

校長先生が行っている状況でございますが、今回は、対策本部のほうの要請に基づいて体育館

のほうを開け、それから、管理のほうも災害対策本部のほうで行うという状況になってござい

ますが、ただ、今回、実際といたしまして、校長先生方と先生方がかなり積極的にかかわって

いただきまして、夜通しお手伝いをいただいた状況がございます。以上でございます。 

○委員長（久芳美惠子君） ありがたいことでございます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 まず、人的被害がなかったことが本当によかったなと思っております。いろいろ各部、教育

委員会だけでなく、市役所全体で対応していただいているということが、報告を聞いて本当に

よくわかりました。 

 １つ、被災地に対する支援で、宮城県の多賀城市、先方の要請によって支援物資を届けると

いうのはとても有効なことだなと。テレビなどで見ていますと、必要なものが届かなくて、必

要でないものが多過ぎてということもあったようでございます。以前からのつながりもあって、

こちらからの支援物資が相手の要請に基づいてというのは、本当に相手側にとってもありがた

いことだと思います。今のところ、第２陣までのようでございますが、おそらく第３陣、４陣

と続くと思いますけれども、ぜひ多賀城市のほうの要請を、ご希望を聞いて進めていただけれ

ばと思います。それにかかわる職員の皆様、本当にご苦労さまでございます。 

 それと、あとは、給食が物資や計画停電で非常に大変な様子が本当によくわかりましたが、

おそらく一般の市民の方々もいろいろご苦労があると思いますので、できるだけ給食が続くよ

うに努力をしていただきたいと思います。本当によろしくお願いいたします。 

 それでは、ほかに何かございませんようでしたら、教育委員の報告に移らせていただきます。

それでは、教育委員の報告をお願いいたします。 

               ◇                

◎教育委員報告 

○委 員（崎山 弘君） 前回の教育委員会から２つの行事に行きまして、３月２日の教育委

員会表彰と、あともう一つは、中学校です。皆さんとかなり重複するので、私は中学校の話だ

けさせてもらいます。 

 私は、府中第七中学校の卒業式に出席しました。本来なら、担当が午前中の九中だったので

すけれども、計画停電の影響で全部午後に移ってしまって、３グループの所が十中と七中とい
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うことで、私は七中のほうに、午後に既に予定が入っていましたもので、午前中の学校という

ことで七中のほうに行かせていただきました。 

 七中の体育館は地下にあるのですけれども、出入り口が狭いですから、大きな余震でもあっ

たらどうしようかなと思ってはいたんですけれども、幸い余震もなく、滞りなく、本当に皆さ

ん無事に卒業式ができたということだけで、東北の方々のことを考えると、無事に卒業式がで

きてよかったねということで、私はその旨、祝辞のほうで述べさせていただきました。当然、

電気も全部通じるからこそ、卒業式が体育館の中でできるわけですから、停電がなくてよかっ

たなと思いました。生徒たちもおごそかにしっかりと卒業式をやっておりました。 

 毎年、毎年思うことですけれども、卒業式は、感動する式典の一つだと思います。以上です。 

○委 員（齋藤裕吉君） 私は、２件ご報告させていただきます。 

 ３月２日（水）、この教育センターにおきまして、教育委員会の表彰式ということで同席をさ

せていただきました。 

 表彰された子どもたちは、緊張はしておりましたけれども、充実感というのでしょうか、喜

びを十分に感じてもらったと思います。 

 それから、大人の方も功労者表彰が今回ございまして、あの表彰もとてもよかったなと。一

名の方だけだったのですけれども、とても意義のある表彰であったと思います。 

 鈴木校長会長が挨拶で言っておられましたけれども、やはり顕彰されますと子どもは伸びる

ということを言っておりました。子どもたちを適切な形で励ます、表彰するということはとて

も意味のあることだということを、このとき感じました。 

 ２件目は、３月１７日（木）でございますけれども、午前１０時から小柳幼稚園の修了式に

出席をいたしました。修了園児は５２名ですね。全員出席ということで、大変に明るくて晴れ

やかな式でございました。余震の影響もなくて、無事に修了ができました。 

 それから、園では園庭の国旗、市旗は半旗にして、開式前にみんなで黙祷をするということ

で、今回の災害に遭われた方々へのお見舞いの気持ちをあらわすという配慮もしていただきま

した。以上でございます。 

○委 員（糸満純一郎君） それでは、私からご報告を申し上げます。 

 何点かあったのですけれども、絞ってご報告申し上げます。 

 はじめに、２月２６日に、第四小学校のジャズのビッグバンドというのですか、ハーモニー

ブリーズが、定期演奏会がございまして、市長さんも非常に興味がおありになって、個人的に

来ていただいたのですけれども、北島委員と私も参加させていただきまして、本当に上手です

ね。６年生で、ここで卒業ということで、一生懸命感動的な曲を聞かせていただきました。 

 ちょうどゲストといいますか、もうプロになっているのですけれども、高校３年生の天才少

女と言われております、寺久保エレナさんという方も来ていただいて、ＣＤも出しているよう

な人らしいんですけれども、非常に上手で、ハーモニーブリーズとマッチングして、上手な演

奏を聞かせていただきました。 

 それから、３月１６日に、先ほどご報告ございました生涯学習審議会からの答申ということ

で、私の名前で諮問という形をとっておりましたので、私宛てに答申をいただきました。その

後、正副委員長さんと懇談もさせていただいたのですけれども、本当に熱心に、通り一遍とい

うことではなしに、熱心に何度も何度も日時をかけてご審議いただいて、本当に熱意が伝わっ
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てきまして、この答申をもとに、またよりよいものにしていければという思いがいたしました。 

 それから、ちょっと日にちがさかのぼるのですけれども、２月２１日に本年第１回の府中市

議会定例会が開催されまして、翌２２日と２３日は一般質問がございました。その内容につき

ましては、後日またご報告があろうかと思います。 

 ２月２５日に文教委員会が開催されまして、第五中学校の改築に伴う請負契約議案計４件、

一小の校舎耐震工事の請負契約議案、これらが審議をされまして、最終３月８日の本会議で可

決されております。 

 それから、３月７日から３月１５日にかけましては、予算特別委員会が開催されまして、来

年度予算を審議いたしましたが、ご案内のとおり、３月１１日、予算審議の途中で大震災が発

生して、休憩をとるなどの措置で、その後、変則な審議となりましたが、結果として３月１７

日の本会議で可決をされております。 

 それから、先ほど来話題になっております震災対応なのですけれども、給食のほうも、先ほ

どお話が出ましたけれども、食材の不足、計画停電というようなことで非常に困難な中で、こ

ういうときこそ給食を続けようということで職員が頑張りまして、メニューの変更等で続けて

いるということで、３月１８日のフジテレビでも取り上げられておりました。ここで水や食材

の放射能汚染の対応も出てきましたので、今後、電力、放射能汚染は長期化の可能性もござい

ますので、ただ単に給食を中止してしまうのも混乱になりますし、また、続けるのにどこまで

続けられるのかという問題もありますので、最終的には、事の推移や他市の状況を見ながら、

教育委員会でも責任ある判断をしていかなければいけないのかなと思っております。 

 私からは以上です。 

○委 員（北島章雄君） 北島より報告させていただきます。 

 ２月１９日（土）なのですけれども、中央文化センターで科学体験まつりというのをやって

おりまして、そのお手伝いに行ってまいりました。参加している子どもたち、非常に多くて、

人気のある実験するところなのですけれども、長蛇の列で、部屋に入らないで、外で制止して

待っていただいてやっているような状況でした。理科離れと言われておりますが、本当に子ど

もたちは興味を持って、本当に大勢の児童が参加しておりました。とてもよい科学体験まつり

ではなかったかなと思いました。 

 そして、２月２６日は第２３回府中市小・中学生綱引きの日で、青少対の一員として参加し、

お手伝いをしてきたのですけれども、寒い中、５９チーム、８３０名の方が参加しております。

府中市の綱引き連盟の方々が学校に出向いて指導したところのチームは、とても綱引きの要領

を知っていて、相手チームのほうが体的に大きいかなと思っていても、やはり引手になると、

力を合わせて勝っているのですね。やはり技術を伴うスポーツだなと思いました。とても大勢

が参加しておりまして、とてもいいなと思いました。 

 それから、３月２日の教育委員会の表彰式に出席し、３月１７日の木曜日、みどり幼稚園の

第３６回修了式に出席しました。参加している園児も本当に静かで、小島園長先生がおっしゃ

っていた、入園した当時は、泣きながら、１週間ずっと泣いていた子どもが、今は心も体も立

派になって成長したねということを園児にお話ししておりました。 

 そして、３月１８日の金曜日、私は第八中学校の第３７回の卒業式へ出席いたしました。中

学生ですから整然とし、女子のほうは目に涙を浮かべ、ハンカチじゃなくてタオルを持って参
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列しておりました。渡部校長先生は、ウィリアム・クラークのボーイズ・ビー・アンビシャス

という言葉よりも、学校の校則のことで、どこの学校だったか、ちょっと忘れてしまったので

すけれども、この学校には校則は要らない。ビー・ジェントルマン、紳士であれというような

ことを言ったと。自由でありながら、本当に厳しい校則ではないかなと。生徒が巣立っていく

ことに、これから厳しいけれども、自分で管理しながら頑張れよというような言葉を送ったの

ではないかなと思いました。とてもすばらしい、いい卒業式でした。以上です。 

○委員長（久芳美惠子君） それでは、久芳より２つの事項についてご報告いたします。 

 １点目は、卒園、卒業式の件です。３月１９日午前中、矢崎幼稚園の卒園式に参りました。

皆さんからもご報告がありましたように、入園のときには自分の席にもついていられないよう

なお子さんが、２年間で立派に園長先生から証書をもらって、それを待っている保護者の方に

渡すという、あれは本当に泣ける演出だと思うのですが、保護者の方がウルウルしておられま

した。子どもは確実に成長しているなというのを感じさせていただきました。 

 ３月１８日、先ほど崎山委員がご報告なさいましたけれども、私も、午後、ちょっと予定が

入っていましたので、午前中の十中に行かせていただきました。６９人という大変少ない人数

なのですが、校長先生が壇上で一人一人に声かけをなさっている。何を言っていらっしゃるか

はわからないのですが、違ったことを言っていらっしゃるというのがよくわかるような声かけ

をしていらっしゃいました。また生徒一人一人が大変立派でした。 

 私がすごく驚いたのは、北島委員からは、女の子がタオルを持って涙をふいていたというの

ですが、十中では男の子が大泣きをしていました。特に、３０周年記念のときにつくっていた

だいた「新しい朝」という歌が最後の曲だったのですが、そのときに指揮をしていた男の子が

ポロポロポロポロ泣きながら指揮をしていて、それに呼応するように、泣く子が随分増えてい

った。でも、しっかり歌は歌っていたのですが、こういう子どもたちの姿を見ていると、ああ、

やっぱり中学生だなと思ったりいたしました。感動を、卒園式、卒業式で私のほうがいただき

ました。 

 もう一点、２月２日から２月８日まで１週間、フィンランドのほうに行かせていただきまし

たので、簡単にご紹介したいと思います。 

 皆さんご存じのように、フィンランドは、ＰＩＳＡというＯＥＣＤがやる学力テストで、３

回やった中で、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシー、この３つの分野で１位とか２

位をとるような学力で、大変優秀な国なのですが、人口は５３３万人。２００８年度ですね。

ですから、何かの資料で見ましたけれども、福岡県よりちょっと多いぐらいだという、その人

口が、面積が約３３．８万平方キロ、日本の約９割強の広さのところに５３３万人の方が住ん

でいるということですから、非常に広々しているということがおわかりになると思います。 

 言語は、フィンランド語とスウェーデン語が公用語のようでございます。 

 教育についてのご報告になりますが、国家教育委員会というものが日本で言う学習指導要領

をつくっておりますけれども、非常に大枠で、こういうことをというような枠を決めておいて、

あとの細かいカリキュラムというのは、その学校、学校の先生方にすべて任せられているとい

うことなのですね。 

 ＰＩＳＡの学力調査で非常に上位にいる要因として、フィンランドの教育委員会が言ってい

るのは４つあるのですが、１つは、教育機会の徹底した平等性。２つ目が、１学級当たり２０
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名程度の小規模編制。日本でも、今、２０名を欠くところもありますので、そんなに少ないと

は思わないのですが、小規模編制。３つ目が、教師が専門職として高く位置づけられていると

いうこと。そして４つ目が、カリキュラムのフレキシビリティとおっしゃっていらっしゃいま

す。１つ目の教育機会の徹底した平等性ということに関しましては、まず、学費が幼児から大

学まで無料ということですね。ですから、家にお金がないから進学できないということはまる

でないわけです。 

 そして教科書を例にとると、教科書は順送りするので、書き込みはいけない。貸与でして、

あげてしまうのではなくて、次の人に渡すという形だそうです。 

 そして、学用品も小・中の場合には無料。えんぴつやノートがなくなったら、言えば学校で

もらえるということらしいのです。 

 それともう一つ、給食。朝食もと言っていましたね。朝も昼も学校内のカフェテリアを利用

して食べられるということでした。これは、特に小・中ですけれども、家庭的に金銭的に恵ま

れなくても、教育はどの子にも、受けようと思えば受けられるという平等性が一番大きいとい

うようなことですね。 

 それと、落ちこぼれをつくらないための教育のシステムとしての補習。わからないことがあ

ったら補習をしてあげるそうですが、日本だと補習を受けるということが恥だというような考

え方が少なからずあるのですが、全然そういうことはないそうです。わからないところをきち

っと教えてもらえるということはうれしいことです。 

 あと、アシスタントという制度があって、教員を目指したけれども、なかなか教員になるの

が難しいものですから、教員の養成大学は出ていないけれども、専門学校でそういう訓練を受

けたアシスタントという人が各学校に何名かいて、そして必要な子には必要な授業のときにき

ちんとそばについて教えるというような制度があるそうです。 

 それで、基礎教育というのは、日本と同じで、小学校６年、中学校３年です。私がたまたま

いたときに、スキー休暇、後で説明いたしますが、スキー休暇で学校がクローズされてしまっ

ていましたが、先生にインタビューがとれました。その先生からは、６年、３年だけど、小学

校は７年生とか、中学４年生、言ってみれば中学１０年生というか、そういうのは結構いるの

だと。それは高校に入るためには、中学までの成績の平均点で高校が決まるので、自分の今ま

での成績だと、自分が行きたいところに行けないと思うと、１年間残って一生懸命勉強して平

均点を上げて、そして高校に行くというようなことも、これはまれじゃなくて、よくあること

なのだそうです。 

 それから、学校嫌いの子のためのサポートチームというのがしっかりしていまして、先生以

外にスクールカウンセラー、心理カウンセラー、ソーシャルワーカー、スクールナース、いわ

ゆる看護婦さんとか、日本で言うと養護教諭ですよね。そういう各学校の４名がチームとして

常に交流しながらかかわっていると。これは日本でも同じだと思うのですが、そういうことも

しているようです。 

 そして、１時間の授業は４５分。授業数というのは学年によって異なるけれども、中学１年

生だったら週３０時間だそうです。ですから、ある意味では少ないと思うのですよね。先ほど

言ったように、公用語はフィンランド語とスウェーデン語ですが、そのほかに、英語、ドイツ

語、フランス語、スペイン語、ロシア語等から２カ国語必修だそうです。それも、多くの学校

 - 32 - 



は小学校３年生から英語の学習をやっているけれども、１年生からのところもあるそうで、英

語の授業はすべて英語でやるという。わかってもわからなくても英語でやるということを言っ

ていました。 

 先ほど、小・中一貫の話が出ましたけれども、フィンランドでは、２００６年より小・中一

貫化が進められて実施されているということで、これも先ほど来の報告と同様、建物が一緒の

ところで小・中が一緒にやるというのではなくて、建物は別々なのだけれども、こことここは

一緒ですよというところは、先生が巡回しながらやっているということで、やはり小学校の先

生、中学校の先生の意識改革が一番のキーポイントだというような話をしていらっしゃいまし

た。 

 あと、いろいろ地域との連携があって、放課後はボランティア団体が学校と連携してさまざ

まな活動をしたりとか、プレスクール、幼稚園とか保育園とかの連携も非常に地域との連携が

強いということでございました。 

 夏休みは６月中旬から８月中旬まで２カ月あるようです。秋休みもあるし、冬のクリスマス

休暇とか、イースター休暇とか、２月に１週間あるスキー休みとかで、年間の授業日数は約１

９０日で、ＰＩＳＡ参加のＯＥＣＤの参加国中最低だと言っておりました。だから、時間的に

長くやっているからというようなことは全く当てはまらないようです。その辺が教育機会の徹

底した平等性ということの具体的な内容です。 

 あと、教師が専門職として高く位置づけられているということと、カリキュラムが教員によ

ってつくられるということが日本とは若干違うことかなと思うのです。教員養成大学というの

は非常に難関でして、そこに入れるのは教師を希望する人の５％だそうです。そして６年間の

教育とトレーニングで、ですから、６年ということは、いわゆる大学院の修士課程ですよね。

それを出ているのと同じなわけで、非常に一人一人が優秀だということ。社会的に見てもステ

ータスが非常に高くて尊敬されて、信頼される職業だというお話でございました。 

 ただし、平均年収がその方は２万２，０００ユーロ。それから３０～４０％の税が引かれる

ので、実際に手元にくるのは１万６，０００ユーロぐらい。だけど、結局貯金をする必要がな

い。子どもはほとんどただで育ちますし、教育費も要らないし、自分たちが高齢になったとき

の福祉も結局同じなわけですね。ですから、将来のために、将来が不安だから貯金するという

ことは全くないそうです。ですから、その辺が日本とは違うなと思いました。 

 そうそう、フィンランドでは外国人の留学生も学費はただだそうです。ですから、志のある

方は、ぜひフィンランドに行って教育を受けるといいかもしれません。ただし、大学だと教材

費と１食２ユーロ、２００円強ですね。２ユーロの給食は自己負担だそうですけれども。 

 ちょうど私が学校訪問をさせていただけなかったスキー休みなのですけれども、２月の中ご

ろから３月の頭にかけて、スキー休みが１週間あるということです。その方によると、この休

みは自殺防止というか、家族ですごす、家族の連帯感を非常に重視した休みなんだとおっしゃ

っていました。私どもが、スキー場などもちらっと寄ると、家族連れが非常に多かったのです

ね。特にお父さんと子どもたちというのがとても多かったので、これは自殺防止。日本でも３

万人をずっと超えていますけれども、中高年の方の自殺を防止するために、家族のきずなを強

くするためのそれなのかなと思って、日本に帰ってきてデータを調べたら、日本の自殺率のほ

うが圧倒的に高いのですね。日本は、人口１０万人当たりの自殺率が世界で第５位という憂う
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べき事態なのですが、フィンランドは１４位でした。 

 それよりも、私はデータを見ていて、自殺防止じゃなくて、離婚防止じゃないかと思いまし

た。フィンランドは、人口１，０００人当たりの離婚件数というのが出ていますけれども、世

界で１２位と、非常に離婚率の高い国。日本は２６位なのだそうです。その先生がおっしゃる

には、すごく過激だったので驚いたのですが、離婚率は普通の人で半分だというのです。５０％。

有職、職業を持っている、特に弁護士とか教師の女性の場合は、７割いくのではないですかと

言っていました。これは、何てお答えしたらいいかわからないのですが、そのぐらい離婚率が

高いので、スキー休暇とか、家族で過ごしましょうというのは、自殺よりも、むしろ離婚を防

止するために役に立っているんじゃないかなと思いました。 

 ちょっと最後のほうは脱線しましたけれども、日本とフィンランドの教育について、全部無

償であるというところは全然違うのですが、もう一つ大きな違いは、教師の存在ですね。それ

と、カリキュラムが、本当に先生や学校がチームとなって、その学校に必要なカリキュラムを

つくっている。そして、そのカリキュラムについては、地域の教育委員会と地域の学校委員会、

いわゆる学校評議会ですね。それが評価するそうです。ですから、そこで評価が低ければ、や

り直しであるとか、先生に対しての見る目も変わってきてしまうのですが、学校や教師にかな

りの自由裁量権があるというところが随分違うなと思いました。教師を全面的に信頼して責任

を与えるということが、ある意味では無償化以上に非常に高い教育効果を上げているのではな

いかなと私は感じました。 

 長くなりましたが、以上でございます。 

 ちなみに、運よくオーロラも鑑賞することができました。オーロラは大変美しいもので、非

常に感激をいたしました。 

 それでは、これにて平成２３年第３回府中市教育委員会定例会を閉会といたします。ご苦労

さまでございました。 

               ◇                

午後３時５４分閉会 

 

 

 


